
山都町の河川環境
平成26年度 緑川及び五ヶ瀬川水系水質検査結果

　山都町では河川の状態を調査し、その状況を把握することを目的に河川の水質検査を行っています。平成２６年度は年に
４回実施しました。その結果を報告します。
　本町の河川は、上流域に位置するため、水質の検査基準が厳しく定められている地域になり、水質はきれいな水として上
位に分類されております。

【年間検査結果について】
 ｐＨ
ｐＨ７．０は中性でこれより値が大きくなるほどアルカリ性が強くなり、これより値が小さくなるほど酸性が強くなります。
どの地点、どの月もほとんどデーター的には変わりませんが、時々上流で工事等があっていればセメントの影響で高くなると
きもあります。平成２６年度は基準値オーバーはありませんでした。

 ＳＳ
粒径２ｍｍ以下の水に溶けない懸濁物質をいい、ＢＯＤやＣＯＤと同様に汚濁指標の１つです。上流の工事や大雨等により数
値は上下します。平成２６年度は基準値オーバーはありませんでした。

 ＢＯＤ
河川水や海水の中の汚染物質（有機物）が微生物によって無機化あるいはガス化するときに必要とされる酸素量のことです。
この数値が大きくなればその河川等の水中には汚染物質（有機物）が多く水質が汚濁していることを意味します。
平成２６年度は基準値オーバーは４箇所ありました。　　　　　　　　　　　　　　　　　  

 ＤＯ
水中に溶解している酸素をいいます。とけ込む量は気圧、水温、塩分等の条件にもよりますが、汚染された水中では、消費さ
れる量が多いので、その含有量は少なく、水が純粋であるほど、その温度における飽和量に近い値になります。
平成２６年度は基準値オーバーは１箇所ありました。

 大腸菌群数
大腸菌の存在は、水が人畜のし尿などで汚染された証拠であり、その数は汚染の程度を示す一指標になります。大腸菌は、
冬場は雨も少なく水もきれいで、基準値はオーバーはしていても数値的には少なくなっております。
平成２６年度は基準値オーバーは全地点でありました。

 全窒素
水の富栄養化の程度を表す指標の１つです。富栄養化のおそれのある湖沼及び海域について環境基準が定められています。
河川についての環境基準はありません。

 全リン
窒素と同様に有機化することにより、生物体として水と異なる挙動を示します。水の富栄養化を示す指標の１つです。富栄養
化のおそれのある湖沼及び海域について環境基準が定められています。河川についての環境基準はありません。
　
 亜硝酸性窒素
有機体窒素が分解して無知態窒素に至る酸化過程において生成するものの１つで、一般にアンモニア性窒素の酸化によって生
じたものです。水の汚染を推定する指標の１つです。環境基準はありません。しかし、亜硝酸性窒素＋硝酸性窒素で１０
mg/Ｌ以下と言う環境基準はあります。平成２６年度は、この両方加えても２０箇所（８０検体）基準オーバーはありませんで
した。

 硝酸性窒素
亜硝酸性窒素と同様に水の汚染を推定する指標の１つです。環境基準はありません。しかし、亜硝酸性窒素＋硝酸性窒素で
１０mg/Ｌ以下と言う環境基準はあります。平成２６年度は、この両方加えても２０箇所（８０検体）基準オーバーはありませ
んでした。

●まずは、身近な台所、洗濯、トイレ、お風呂で使用される「洗剤」の量を減らして、田畑の土やテンプ
　ラ油などは生活排水と一緒に排水口から流さないようお願いします。
●山都町における生活排水処理施策は合併処理浄化槽の整備促進が中心であり、そのための補助事業を
　継続して実施していきます。また、家庭から排出されるごみの減量化及び再資源化を目的として生ごみ
　処理機を設置する方に対し、それぞれ補助金の交付を行っています。
　※必ず購入前・設置前に環境水道課環境衛生係（☎72-4002）までお問合せください。

※川では水の利用目的などに応じて、AAからE類型（るいけい）を定めています。 AA類型が最もきれい
　な水で、E類型が最もきたない水になります。例えば、AA類型ではBODが1.0mg/l以下になるよう
　に川の水質を管理しています。
　また、環境基本法によって、水質について望ましい基準を定めることになっています。
　水質に係る基準値が設定されているのは、pH、ＳＳ、BOD、DO、大腸菌群数の５項目です。
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検査は平成２６年５月、８月、１１月、平成２７年２月に行いました。
そのうち、平成２７年２月２１の検査結果を掲載します。
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